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1. 前報においては，折 目線第二因子の折目線に及ぼ

す 影響について，数種の布地を用い部分的 な実物大の も

の 及びその比例縮少したものにつき,    2種 類の脚型を入

れ て実験を行ない ，その捻れを調べ相似性の検討 を行な

っ た。この部分的 な布地使用による捻れと，実際にスラ

ック スを縫製した場合 の捻れ とが一致するかを調 べるの
が 本研究の目的 である。

2.    (1)基本型 として文化式 の作図（ａ）を取りあげ ，

そ の作図 法に内 向するように第二因 子を取 り入 れたもの

<b ）,及び股ぐ りの作図法に特徴 のあ るものとして学研

の型（Cﾘ の作図法 を用いてス ラック スを縫製,比較ナ る。

(2)第6,    7報で報告し た試料 と同形 の大 きさ（但し θ

は 実物 と同じ）で，本実験に使用す る布地を用い実験，

捻 れを求 める。

（3）測定方法はスラックスは偏平型 及び厚みのある型の

被 験者に着用させ，前 報の場合同様に折目線の方 向を調

べ る。

3. 作図 法（ｂ ）では ，偏平型及び厚 みのあ る型 の被

験 者 に着用 させ た場合 ，作図法（ ａ）及び （ｃ） と比較

して ，折 目線 がこのe では平 行より内向 きのスラックス

｡に変化し た。前報 と同型 のこの場合 の試料に よる捻れ の

角度は，作図法（ｂ）に よる実物のス ラッ クス，即 ち従

来の作図法に第二因子を取 り入れた もの とほ ぼ 一 致 す

る。従って今後スラックス作成の場合，この方法によっ

て 得られた捻れの角度を利用するこ とができる。


